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針路

高 知
県労連
高 知

県労連
    

７
月
２
５
日
、
県
労
連
は
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
よ
る
、
地
域
経
済
へ
の
波
及

効
果
を
調
査
し
、
記
者
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
、
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
に
よ
っ
て
、
地
域
経
済
が
底
上
げ
さ
れ
る
こ
と
が
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

が
労
働
者
に
と
っ
て
も
経
営
者
に
と
っ
て
も
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
（１
面
・
２
面
）

　

県
労
連
が
引
き
上
げ
の
経
済
効
果
を
試
算

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
「
雇
用
奪
う
」
？

詳
し
く
は
県
労
連
Ｈ
Ｐ
を

     

高
知
県
労
連
で

　
　     

　
検
索
で
き
ま
す

最
低
賃
金
決
定
「
３
要
素
」
の
矛
盾

　 
毎
年
、
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
で
審

議
さ
れ
改
定
さ
れ
る
最
低
賃
金
で
す

が
、
最
賃
法
で
は
、
最
低
賃
金
の
決
定

に
は
３
つ
の
要
素
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
つ
は
、「
労
働
者
の
生
計
費
」、
２
つ
目

に
「
類
似
の
労
働
者
の
賃
金
」、
３
つ
目

に「
通
常
の
事
業
の
賃
金
支
払
能
力
」で

す
。
一
見
す
る
と
整
合
性
が
あ
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
が
、「
労
働
者
の
生
計
費
」

や
「
類
似
の
労
働
者
の
賃
金
」
と
違
い
、

「
通
常
の
事
業
の
支
払
能
力
」は
非
常
に

曖
昧
で
、
数
字
で
も
立
証
で
き
な
い
項

目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
低
賃
金
引
き
上
げ
で
経
済
は
上
向
く

　 

最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
を
求
め

る
際
に
、「
支
払
い
能
力
」
が
大
き
な
壁

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
県

労
連
は
、
国
の「
賃
金
構
造
基
本
統
計

調
査
特
別
集
会
」
を
使
用
し
、
最
低
賃

金
を
８
０
０
円
、
１
０
０
０
円
、
１
５
０

０
円
に
引
き
上
げ
た
際
の
経
済
波
及
効

果
を
試
算
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
最
低

　
高
知
市
の
大
手
前
小
学

校
跡
地
に
県
市
合
築
の
新

図
書
館
「
オ
ー
テ
ピ
ア
」
が

建
て
ら
れ
て
い
る
。
科
学

館
な
ど
も
併
設
さ
れ
、
立
地
場
所
や

教
育
・文
化
面
か
ら
も
市
街
地
の
顔
と

な
る
施
設
だ
。
問
題
は
そ
の
西
側
に
あ

る
市
有
地
（西
敷
地
）
の
利
活
用
で
あ

る
。
高
知
市
が
実
施
し
た
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
７
割
が
西
敷
地
の
「
広

場
」的
な
活
用
を
望
む
結
果
が
示
さ
れ

た
▲
し
か
し
、
７
月
末
に
高
知
市
が
策

定
し
た「
新
図
書
館
西
敷
地
利
活
用
事

業
基
本
方
針
」
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
無
視
し
、
ビ
ル
の
建
設
へと
舵
が
切

ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
借
地
権
も
当

初
の
事
業
用
で
は
な
く
マ
ン
シ
ョ
ン
と
し
て

も
建
設
可
能
な
も
の
へと
変
更
さ
れ
て

お
り
、
最
初
か
ら
「
ビ
ル
・
マ
ン
シ
ョ
ン
」

あ
り
き
の
計
画
で
あ
る
▲
８
月
か
ら
提

案
募
集
を
行
い
、
契
約
は
来
年
３
月
を

予
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
非
公

開
で
、
契
約
後
ま
で
明
か
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
。
ま
さ
に
「
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
」

で
加
計
学
園
を
連
想
さ
せ
る
▲
子
ど
も

と
遊
べ
る
広
場
が
あ
り
、
子
ど
も
世
帯

に
は
駐
車
代
の
補
助
な
ど
す
れ
ば
、
大

型
店
舗
に
流
れ
る
人
の
流
れ
も
変
わ

り
、
商
店
街
に
活
気
が
生
ま
れ
る
可
能

性
も
あ
る
。
目
先
の
企
業
利
益
や
収

入
で
は
な
く
、
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
れ
ば
、
あ
ま
り
に
も
急
ぎ
過

ぎ
て
い
る
。
公
正
で
ひ
ら
か
れ
た
市
政

運
営
を
切
に
望
む
。
（耕
）

最低賃金の引き上げで大きな経済効果

当初

需要額

直接効果+関

節１次効果

間接２

次効果

直接間接

効果

最低賃金

引き上げ額

引き上げ

対象者数

雇用者に占

める割合

必要

原資

消費需要

増加額

県内生産

増加額

雇用者

所得増

消費

需要増

県内生

産増額

生産誘発

合計額

800円 20,084 9.1 2,763 2,476 2,281 709 636 585 2,866

1000円 48,927 22.1 16,105 14,430 13,291 4,134 3,704 3,411 16,702

1500円 97,177 43.8 85,321 76,448 70,410 21,899 19,621 18,072 88,482
単位 人 ％ 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

賃
金
の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
、
経
済
が

底
上
げ
さ
れ
る
と
い
う
結
果
が
出
ま
し国の 「賃金構造基本統計調査特別集計 （2017 年高知分） を使用」

た
。
時
給
を
１
０
０
０
円
に
引
き
上
げ

る
た
め
に
は
、
１
６
１
億
円
の
原
資
が
必

要
で
す
。
し
か
し
、
間
接
的
な
波
及
効

果
も
含
め
れ
ば
、
１
６
７
億
円
の
生
産

誘
発
効
果
が
あ
り
、
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
は
、
地
域
の
経
済
を
活
性
化
さ
せ

る
と
い
う
こ
と
を
裏
付
け
る
結
果
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

　 

実
際
に
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
最
低
賃
金
の

引
き
上
げ
の
た
び
に
市
場
調
査
を
行
い
、

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
が
地
域
経
済
へ

よ
い
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
が
立

証
さ
れ
、
そ
れ
を
も
と
に
さ
ら
な
る
引

き
上
げ
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
の
支
援
は
必
要
不
可
欠

　 

し
か
し
、
賃
金
を
支
払
う
の
は
企
業

で
す
。
い
く
ら
長
い
目
で
見
た
と
し
て

も
、
経
営
の
厳
し
い
中
小
零
細
企
業
に

は
、
最
低
賃
金
の
大
幅
な
引
き
上
げ
を

カ
バ
ー
で
き
る
だ
け
の
原
資
が
な
い
た
め
、

政
府
の
支
援
策
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
中
小
企
業
の
社
会
保

険
料
を
免
除
す
る
な
ど
、
最
低
賃
金
の

引
き
上
げ
への
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
日
本
の
企
業
支
援
は
、
機
械

投
資
への
支
援
や
生
産
性
向
上
な
ど
の

制
約
が
あ
り
、
大
変
使
い
に
く
い
制
度

と
な
っ
て
い
ま
す
。
支
援
制
度
の
見
直

し
と
拡
充
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ひろめ市場前での宣伝
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非
正
規
も
普
通
に
生
活
で
き
る
賃
金
に

　  

こ
う
ち
生
協
労
組
の
町
田
副
委
員
長

（県
労
連
執
行
委
員
）
は
、
組
合
員
で

「
主
た
る
生
計
者
」の
労
働
者
か
ら
の
聞

き
取
り
を
基
に
陳
述
し
ま
し
た
。
時
給

は
９
２
０
円
、
週
４
日
で
７
時
間
半
働
い

て
い
ま
す
が
、
手
取
り
で
月
１
２
万
円
、

ボ
ー
ナ
ス
を
含
め
て
も
年
収
１
８
０
万
円

高
知
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
で
意
見
陳
述

大
幅
引
き
上
げ
と
全
国
一
律
制
を
！

　  

８
月
２
日
、
県
労
連
は
高
知
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
で
、
最
低
賃
金
の
大
幅
引

き
上
げ
と
全
国
一
律
の
最
低
賃
金
制
度
の
創
設
を
求
め
、
意
見
陳
述
を
行
い
ま
し

た
。
田
口
委
員
長
か
ら
は「
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
」、
町

田
執
行
委
員
か
ら
は
「
主
た
る
生
計
者
へ
の
聞
き
取
り
」
に
つ
い
て
陳
述
を
行
い
ま

し
た
。

最低賃金引

き上げ額

直接

+間接1次効果
間接2次効果 合計 雇用者誘発数 粗付加価値増加額 地方税増収額

800円 2,281 585 2,866 266人 1,826 52

1000円 13,291 3,411 16,702 1549人 10,644 303

1500円 70,410 18,072 88,482 8206人 56,390 1,556

程
度
で
す
。
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
と
し
て
子

ど
も
を
３
人
を
育
て
な
が
ら
両
親
と
実

家
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
両
親
が
農
家

で
米
や
野
菜
は
買
わ
な
く
て
済
み
ま
す

が
、
今
の
収
入
で
子
ど
も
の
身
の
回
り

の
も
の
を
ま
か
な
う
こ
と
は
困
難
で
す
。

子
ど
も
の
進
学
な
ど
、
将
来
への
不
安

も
口
に
し
て
お
り
、
せ
め
て
手
取
り
で

１
５
万
円
は
欲
し
い
と
訴
え
ま
し
た
。

　 

非
正
規
な
が
ら
、
主
た
る
生
計
者
と

し
て
働
く
労
働
者
が
増
加
す
る
中
で
、

最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
は
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

引
き
上
げ
で
雇
用
は
奪
わ
れ
な
い

　 

田
口
委
員
長
は
、
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
に
つ
い
て
の

陳
述
を
行
い
ま
し
た
。
経
営
者
側
の「
最

低
賃
金
を
引
き
上
げ
れ
ば
雇
用
が
失

わ
れ
る
」
と
い
う
主
張
に
対
し
、
経
済

波
及
効
果
の
結
果
を
示
し
、
「
む
し
ろ

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
地
域

経
済
が
活
性
化
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
雇
用

が
生
ま
れ
る
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

最
低
賃
金
の
議
論
は
労
使
対
立
し
な
い

　 

審
議
会
で
は
、
支
払
い
能
力
と
生
計

費
、
地
域
の
賃
金
水
準
等
に
つ
い
て
公

労
使
各
側
か
ら
主
張
が
な
さ
れ
る
も
の

の
、
一
旦
、
「
目
安
」
が
出
さ
れ
る
と

２
次
的
な
論
点
に
過
ぎ
な
く
な
り
、

0～4歳 57人 20～24歳 ▲1,518人 40～44歳 3人 60～64歳 61人

5～9歳 ▲84人 25～29歳 ▲226人 45～49歳 ▲54人 65～69歳 57人

10～14歳 ▲48人 30～34歳 35人 50～54歳 17人 70～74歳 20人

15～19歳 ▲571人 35～39歳 18人 55～59歳 73人 75歳以上 ▲105人

最低賃金の引き上げによる経済波及効果 （県労連試算）

平成２８年　高知県の年齢別転入超過数 （高知県 H P 「高知県の人口に関する現状」 から抜粋）

直
面
す
る
人
口
流
出
問
題
を
ど
う
食
い
止
め
る
か

　 

高
知
県
で
は
、
毎
年
５
０
０
０
人
が

生
ま
れ
、
１
万
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
２
２
０
０
人
が
県
外
へ流
出

し
て
お
り
、
合
計
で
約
７
２
０
０
人
の
人

口
が
毎
年
減
少
し
て
い
ま
す
。
人
口
減

少
は
、
地
方
が
抱
え
る
大
き
な
課
題
で

あ
り
、
高
知
県
も
産
業
振
興
計
画
で

「
社
会
減
ゼ
ロ
」を
掲
げ
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　 

今
回
、
国
勢
調
査
の
分
析
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
首
都
圏

（埼

玉
、
千
葉
、
東
京
、
神
奈
川
）
への
移

動
（５
０
９
３
人
）
よ
り
も
関
西
圏
（京

都
、
大
阪
、
兵
庫
）
への
移
動

（６
４

５
０
人
）
が
多
い
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
以

上
に
、
県
内
で
の
移
動
が
圧
倒
的
に
多

い
と
い
う
こ
と

（３
２
３
４
９
人
）。
ま

た
、
、「
人
口
ダ
ム
」
と
な
る
は
ず
の
高

知
市
が
「
人
口
放
出
」
の
機
能
を
果
た

結
局
、「
目
安
」プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
の
論
議

に
終
始
し
て
決
着
す
る
の
が
実
態
で
す
。

　 

こ
れ
ま
で
高
知
県
労
連
と
し
て
最
低

賃
金
体
験
、
最
低
生
計
費
調
査
、
コ
ン

ビ
ニ
実
態
調
査
な
ど
を
使
い
最
低
賃
金

の
水
準
の
低
さ
に
つ
い
て
問
題
点
を
指
摘

し
、
大
幅
引
き
上
げ
の
必
要
性
を
訴

え
て
き
ま
し
た
。
更
に
、
昨
年
来
最
低

賃
金
の
低
さ
と
都
市
部
と
の
格
差
拡
大

が
人
口
流
出
に
つ
な
が
り
、
地
域
経
済

の
低
迷
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
主
張
し

て
き
ま
し
た
。

　 

今
年
は
、
そ
の
主
張
を
国
勢
調
査
の

人
口
移
動
を
通
じ
た
分
析
と
最
低
賃
金

の
引
き
上
げ
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
の

試
算
に
よ
っ
て
裏
付
け
ま
し
た
。

　 

こ
れ
は
、
最
低
賃
金
を
引
き
上
げ
る

こ
と
で
企
業
経
営
を
圧
迫
し
、
雇
用
の

喪
失
に
つ
な
が
る
と
言
う
経
営
側
の
主

張
へ
の
反
論
と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、

引
き
上
げ
幅
を
め
ぐ
っ
て
真
っ
向
か
ら

対
立
し
が
ち
な
労
使
の
立
場
を
結
び
付

け
、「
高
知
県
の
経
済
を
良
く
す
る
」と

い
う
点
で
労
使
の
合
意
形
成
を
促
す
試

み
で
も
あ
り
ま
す
。

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

　 

こ
の
背
景
に
は
、
学
区
制
の
廃
止
な

ど
制
度
的
な
要
因
と
都
会
志
向
、
有

名
大
学
や
有
名
企
業
志
向
な
ど
の
価

値
観
の
画
一
化
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
県
内
大
学
の
自
己
努
力
や
県
内

企
業
が
選
ば
れ
る
た
め
の
努
力
、
県
内

で
の
雇
用
の
場
の
創
出
は
必
要
で
す
が
、

「
地
方
対
大
都
市
部
」
と
い
う
大
き
な

視
点
で
の
問
題
解
決
が
必
要
で
す
。

　 

最
低
賃
金
と
地
域
の
賃
金
水
準
は
相

関
し
て
お
り
、
人
口
流
出
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。
最
低
賃
金
を
引

き
上
げ
る
こ
と
で
、「
も
う
少
し
高
知
に

残
っ
て
頑
張
っ
て
み
よ
う
」と
移
住
を
思

い
と
ど
ま
る
人
も
増
え
て
く
る
の
で
は
な

い
か
。
地
域
を
守
る
と
い
う
点
で
一
致

し
た
方
向
性
で
議
論
が
必
要
で
す
。

意見陳述の様子

単位 ： 百万円



(3)２０１７年８月１０日　　　　　　 　　　高　知　県　労　連　　　    　　　　　　　　ＮＯ．２００

　

労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
通
信　

 

月
号

８

連
続
講
座
『
高
校
生
か
ら
始
め
る
労
働
組
合
入
門
③

　
　
　
　

高
知
県
労
連
執
行
委
員
長　

田
口　

朝
光

７
月
は
、
１
４
人
（男
性
７
人
、
女

性
７
人
）
か
ら
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
相
談
内
容
は
、
①
解
雇
・
雇

い
止
め
５
件
、
②
残
業
代
不
払
い
３

件
、
③
賃
下
げ
１
件
、
④
長
時
間
労

働
１
件
、
⑤
パ
ワ
ハラ
・メ
ン
タ
ル
ヘル
ス

４
件
、
⑥
年
休
１
件
、
⑦
労
災
１

件
、
⑧
社
会
・
雇
用
保
険
２
件
、
⑨

退
職
・
退
職
金
２
件
、
⑩
事
業
閉
鎖

１
件

（１
人
の
相
談
者
の
複
数
件
数

含
む
）
な
ど
で
し
た
。
年
齢
別
で
は
、

３
０
代

（１
人
）、
４
０
代

（４
人
）、

５
０
代

（３
人
）、
６
０
代

（４
人
）､

不
明

（２
人
）
で
し
た
。
雇
用
形
態

は
、
正
規

（８
人
）、
パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
（２
人
）、
嘱
託
（１
人
）、
契

約

（１
人
）
不
明

（２
人
）
で
し
た
。

７
月
は
、
１
人
の
相
談
者
が
組
合
加

入
し
ま
し
た
。

 

　
本
号
で
は
、
食
品
卸
業
で
働
く
３

０
代
男
性
の
業
務
災
害
や
上
司
か
ら

の
パ
ワ
ハラ
問
題
を
め
ぐ
る
事
例
を
紹

介
し
ま
す
。
こ
の
男
性
は
、
会
社
の

製
造
食
品
を
取
引
先
の
ス
ー
パ
ー
な

ど
に
運
搬
す
る
仕
事
を
し
て
き
て
い
ま

す
。
取
引
先
が
広
範
地
域
に
も
及
び

そ
の
数
も
多
く
、
と
て
も
所
定
労
働

時
間
内
に
仕
事
は
終
わ
ら
ず
１
カ
月

平
均
で
７
０
時
間
程
の
残
業
を
強
い

ら
れ
て
き
て
い
る
と
言
い
、
仕
事
が
き

つ
く
て
退
職
を
す
る
こ
と
も
考
え
て

い
る
と
訴
え
て
き
ま
し
た
。

 

　
一
方
で
、
会
社
（上
司
）
は
、
残

業
代
の
支
払
い
を
出
し
惜
し
み「
お

ま
え
は
仕
事
が
遅
い
、
も
っ
と
早
く

仕
事
を
切
り
上
げ
ろ
、
豚
、
バ
カ
」

な
ど
と
攻
め
立
て
た
あ
げ
く
、
時

に
は
殴
る
蹴
る
な
ど
の
暴
力
を
ふ

る
っ
て
き
た
と
言
い
ま
す
。
男
性

は
、
仕
事
を
早
く
終
わ
ら
せ
よ
う

と
努
力
を
重
ね
る
中
で
今
年
６

月
、
仕
事
中
に
無
理
を
し
て
腰
を

痛
め
て
し
ま
っ
た
と
後
悔
し
て
い
ま

し
た
。
会
社
に
経
過
説
明
を
し
、
労

災
申
請
手
続
き
を
申
し
出
た
と
こ

ろ
会
社
は
、
こ
れ
を
拒
否
を
し
た

と
言
い
ま
す
。
運
転
日
報
（記
録
）

や
主
治
医
の
診
断
書
か
ら
、
仕
事

中
に
腰
痛
症
を
引
き
起
こ
し
た
事

実
の
疑
い
は
な
く
長
時
間
と
過
重

労
働
に
伴
う
労
災
の
対
象
と
な
る

ケ
ー
ス
で
す
。
会
社
が
自
ら
の
責

任
を
逃
れ
よ
う
と
、
労
災
手
続
き

を
拒
否
す
る
こ
と
は
珍
し
く
あ
り

ま
せ
ん
が
、
男
性
は
、
会
社
の
証

明
無
し
で
労
働
基
準
監
督
署
に
労

災
手
続
き
を
行
い
ま
し
た
。
県
労

連
は
、
労
災
認
定
は
も
と
よ
り
復

職
を
め
ざ
す
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

   

メ
ー
デ
ー
と
言
え
ば
、
赤
旗
。
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
。
し
か
し
、
街
角
で
見
か

け
る
こ
と
は
ま
れ
。
郵
政
産
業
労
働
者

ユ
ニ
オ
ン
は
、
毎
年
高
知
駅
西
の
本
局
前

で
ス
ト
支
援
集
会
を
開
き
労
働
歌
を
歌

う
。
通
学
途
上
の
小
学
生
が
も
の
珍
し

そ
う
に
見
な
が
ら
通
り
過
ぎ
ま
す
。

大
人
に
な
っ
た
時
に
そ
の
記
憶
が
残
っ
て

い
た
ら
何
か
の
き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。
太
平
洋
学
園
の
す
ぐ
近
く
。

し
か
し
、
労
働
組
合
が
身
近
に
感
じ
ら

れ
な
い
。
土
電
や
県
交
通
が
賃
上
げ
交

渉
で
決
裂
し
、
ス
ト
で
休
校
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
生
徒
も
い
な
い
。

少
し
で
も
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め

に
、
Ｊ
Ｒ
四
国
に
も
日
赤
病
院
に
も
組

合
が
あ
る
、
太
平
洋
学
園
で
も
組
合
に

入
っ
て
い
る
先
生
が
い
る
と
い
う
話
し
を
し

ま
す
。

　 

労
使
は
対
等
、
契
約
は
対
等
と
言
い

な
が
ら
、
現
実
は
対
等
で
は
な
い
。
そ

れ
を
対
等
に
す
る
た
め
の
味
方
が
、
憲

法
で
あ
り
、
労
働
組
合
法
、
労
働
基

準
法
。
そ
れ
を
現
実
の
力
に
す
る
の
が

労
働
組
合
。
天
秤
の
図
で
説
明
し
ま

す
。

　 

次
に「
は
た
ら
き
方
の
イ
メ
ー
ジ
」
に

つ
い
て
話
を
し
ま
す
。
１
日
８
時
間
週
４

０
時
間
。
週
休
２
日
。
２
０
１
７
年
で

あ
れ
ば
、
５
２
週
の
土
日
が
１
０
５
日
。

そ
れ
と
重
な
ら
な
い
国
民
の
祝
日
１
２

日
を
３
６
５
日
か
ら
引
き
、
年
間
の
労

働
日
は
２
４
８
日
。
月
平
均
２
０
．
６

日
。
月
平
均
の
労
働
時
間
は
２
４
８×

８÷

１
２
で
１
６
５
．
３
時
間
。
し
か

し
、
現
実
は
違
い
ま
す
。
残
業
、
そ
し

て
サ
ー
ビ
ス
残
業
の
現
実
。
日
本
で
は
、

１
日
８
時
間
週
４
０
時
間
。
週
休
２
日

制
が
、
形
骸
化
し
て
い
ま
す
。

　 

連
合
が
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
労

働
制
（残
業
代
タ
ダ
法
案
）
を
容
認
し

批
判
を
受
け
撤
回
し
ま
し
た
が
、
そ
の

時
の
条
件
が
年
１
０
４
日
の
休
日
取
得

で
し
た
。
国
民
の
祝
日
さ
え
入
っ
て
い
な

い
１
０
４
日
の
休
日
取
得
が
容
認
の「
条

件
」に
な
る
こ
と
自
体
、
い
か
に
労
働
時

間
規
制
が
形
骸
化
し
て
い
る
か
の
象
徴
で

す
。
ス
ト
ッ
パ
ー
の
役
割
を
担
う
べ
き
労

働
組
合
が
、
ア
ク
セ
ル
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
複
雑
な
思
い
で
す
。
し
か
し
、

労
働
組
合
を
生
き
る
上
で
の
選
択
肢
と

し
て
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
で

生
徒
さ
ん
に
話
し
か
け
て
い
ま
す
。

こうち生協労組がオリジナルペンを作成

　こうち生協労組が、県労連の「組織拡大強化支援金」（3

万円） を活用し、 オリジナルのボールペンを作成しました。

県労連では、各組織の取り組みにもう一工夫を加え、拡大

と強化を進める支援を行っています。



(4）２０１７年８月１０日　　　　   　　　　　高　知　県　労　連　　　    　　　　 　　ＮＯ．２００

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
３
名
に
図
書
カ
ー
ド

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。（
ハ

ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、ｅ
メ
ー
ル
）締

め
切
り
は
９
月
６
日
ま
で
と
な

り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　

１
９
９
号
の
答
え
は
「
ア
ブ
ラ

ゼ
ミ
」
で
し
た
。
当
選
者
は
以
下

の
方
で
す
。

【
当
選
者
】

　
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
務
の
都
合

上
、
図
書
カ
ー
ド
の
発
送
が
遅
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

橋
本　

佳
代
子　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

田
村　

香
子　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

山
本　

美
恵　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

おたよりの紹介

【ヨコのカギ】

①雨○○晴れ　

③青年よ――を

抱け　⑤となり

の席　⑦辞職の

意志。○○を表

明　⑧没書の

　

カ
ギ
を
解
き
二
重
枠
の
文
字

を
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で

し
ょ
う
？

【
タ
テ
の
カ
ギ
】
①
○
○
の
佃
煮

　
②
珍
し
い
事
　
③
鯉
の
○
○
の

ぼ
り
　
④
開
襟
―
―
、
ワ
イ

―
―
　
⑥
国
家
を
統
治
す
る
機
関

　
⑧
少
年
。
―
―
ソ
プ
ラ
ノ

⑨
全
工
程
を
走
り
通
す
こ
と
　
⑪

英
語
で
「
金
持
ち
な
、
豊
か
な
」　

⑬
花
瓶
に
花
一
○
○
　
⑮
流
言
蜚

語

略。 ○○にする　

⑩自由、 無料の意

の英語　⑫自宅を

○○に出す　⑭散

歩の――に買い物

する　⑯額の汗を

――でぬぐう

川
柳
コ
ー
ナ
ー

稲
田
さ
ん
　
そ
ト
モ
　
ミ
う
ち
も
　
敵
だ
ら
け

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
（高
橋
狸
）

○連続講座 「高校生から始める労働組合入門」 わかりやすいです。

自分が学生の時にもこんな講座で勉強しておきたかったと思いました。

仕事に就く前に働き方を知っておくのは大切ですね。 自治労連 （M･

Y）

〇ビキニ事件など、 知らなかった事があり、 こんなことがあったの

か ・ ・ ・ 。 と感じました。 決して、 戦争はくり返してはいけない。 と

改めて思います。 自治労連 （K ・ H）

○夏になると平和について考える場も多くなります。 今、 平和が脅か

される動きがある中、 平和が１番です。” 平和を守れ” の声を広げて

いきましょう。 自治労連 （F ・ K）

〇パズルの答えはいつも難解ですが、 今回、 左から並べると、 アブ

ラゼミ ・ ・ ・ 。 悪魔の名前 （ベルゼブブ） かと思っちゃいました！。

自治労連 （S ・Y）

○機関紙のバックナンバーは県労連ホームページで見ることが出来ます。「高知県労連」で検索できます。

改
造
で　

隠
し
た
つ
も
り
の　

ソ
バ
の
味

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
（源
朝
光
）

原
稿
読
む　

仕
事
人
の　

新
内
閣

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
（源
朝
光
）

不
倫
愛
　
ス
ピ
ー
ド
否
定
　
今
井
議
員

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
（高
橋
狸
）

宇
治
電
労
組
が
キ
ャ
ン
プ
を
実
施

　
宇
治
電
化
学
労
働
組
合
は
、
高
知
市

桟
橋
通
に
あ
り
、
研
磨
剤
を
製
作
す
る

宇
治
電
化
学
工
業
株
式
会
社
の
労
働
組

合
で
す
。
７
月
２
２
日
か
ら
２
３
日
に
か

け
て
、
大
川
村
白
滝
の
里
で
組
合
キ
ャ

ン
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。
宇
治
電
労
働

組
合
は
、
組
合
活
動
の
一
環
と
し
て
毎

年
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
な
ん
と
、
こ
の
組
合
キ
ャ
ン
プ
は
１
９

６
０
年
代
よ
り
毎
年
実
施
し
て
お
り
、

開
催
数
も
５
０
回
を
超
え
て
い
ま
す
。

組
合
員
だ
け
で
な
く
、
そ
の
家
族
も
参

加
し
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
浜
村
優
佑
委
員
長
は
、「
組
合
活
動

は
家
族
の
理
解
と
支
え
な
く
し
て
は
成

り
立
ち
ま
せ
ん
。
組
合
キ
ャ
ン
プ
が
、
家

族
に
組
合
活
動
を
理
解
し
て
も
ら
う
場

と
し
て
、
ま
た
先
輩
方
に
は
組
合
の
歴

史
や
活
動
を
教
え
て
い
た
だ
く
、
学
び

の
場
と
し
て
も
活
用
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
組
合
活
動
は
ま
ず
仲
間
が

集
ま
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
私
た

ち
宇
治
電
労
働
組
合
は
、
こ
の
歴
史
あ

る
キ
ャ
ン
プ
を
仲
間
が
集
ま
る
貴
重
な
場

と
し
て
未
来
に
も
残
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
」
と
労
働
組
合
への
思

い
を
語
り
ま
し
た
。
宇
治
電
化
学
労
働

組
合
に
は
青
年
婦
人
部
も
あ
り
、
県

労
連
青
年
部
へも
結
集
し
て
い
ま
す
。

大
川
村
白
滝
の
里
で
交
流
を
深
め
る

組合キャンプでの写真

バ
カ
ン
ス
が
　
取
れ
る
賃
金
　
人
員
を

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
　
　
（牧
師
）


